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平
成
二
十
年
一
月
に
、
中
央
教
育
審

議
会
か
ら
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向

け
た
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む
と
い

う
基
本
理
念
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、「
生
き
る
力
」を
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○
幼
児
児
童
生
徒
の
内
面
に
根
差
し
た
道

　

徳
性
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

○
命
と
人
権
を
大
切
に
す
る
教
育
を
一
層

　

進
め
て
い
き
ま
す
。

○
社
会
規
範
意
識
を
高
め
る
た
め
の
指
導

　

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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自
立
し
た
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
て
い

く
た
め
の
総
合
的
な
力
と
と
ら
え
、「
人

間
力
」
と
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
度
も

「
人
間
力
・
文
化
力
の
向
上　
 
芦
屋
」
を

in

基
調
と
し
て
、
そ
の
目
標
の
具
現
化
へ
の

方
向
性
を
示
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
で
は
、「
不
易
」
と
「
流
行
」

を
見
据
え
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
し
た

「
人
間
力
」
の
育
成
を
目
指
し
て
、
学
力

向
上
支
援
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
を
図
り

ま
す
。　

　

ま
た
、「
子
ど
も
読
書
の
街
」
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
幼
児
児
童
生
徒
が
本
に
親
し
む

環
境
を
整
え
、「
ブ
ッ
ク
・
ワ
ー
ム（
本
の

虫
）、
芦
屋
っ
子
」
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
と
小
学
校

で
の
英
語
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、「
芦
屋
市
文
化
行

政
推
進
懇
話
会
」
の
提
言
等
を
踏
ま
え
、

「
文
化
の
ま
ち　

芦
屋
」
を
目
指
し
ま

す
。

　

市
民
一
人
一
人
の
文
化
活
動
を
支

援
し
な
が
ら
、
市
民
と
手
を
携
え
て
芦

屋
の
文
化
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

○
学
校
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
保
護
者
や

　

地
域
の
人
々
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
ま
す
。

○
「
子
ど
も
読
書
の
街
」
づ
く
り
に
取
り

　

組
み
ま
す
。

○
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
安

　

全
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

　

姿
勢
を
は
ぐ
く
ん
で
い
き
ま
す
。

○
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
態
度

　

を
育
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
家
庭
や
学
校
園
医
等
と
連
携
し
、
幼
児

　

児
童
生
徒
自
ら
の
心
身
の
健
康
の
保
持

　

増
進
を
図
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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○
教
職
員
は
、
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に

　

努
め
、「
教
師
力
」
を
高
め
る
た
め
に
研

　

究
と
修
養
に
努
め
ま
す
。

○
打
出
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
研

　

修
講
座
等
を
活
用
し
、
教
職
員
の
資
質

　

と
実
践
的
指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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○
チ
ュ
ー
タ
ー（
学
習
指
導
員
）を
配
置
し
、

　

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
を
図
り
ま
す
。

○
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
教
育
力

　

を
活
用
し
ま
す
。

○
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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������月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　電話相談　午前９時～午後５時
　　　　　　面　　接　午後１時～５時
������○不登校・学習障がい・問題行動・友
　　　　　　　人関係等、学校園における悩み
　　　　　　○心の悩みを持つ幼児・児童およびそ
　　　　　　　の保護者との教育相談
��������センター職員、専門面接相談員
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������月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　①午前９時～正午
　　　　　　②午後１時～４時
������①不登校児童生徒支援のための通級
　　　　　　　指導
　　　　　　②不登校に関する教育相談�����
������指導主事
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　　　　　　月・水・金曜日（祝日を除く）午前10時～午後４時
　　　　　　��������	
��
　　　　　　月曜日（祝日を除く）午後０時30分～４時30分
������������	
���

　　　　　　水曜日（祝日を除く）午後０時30分～４時30分
������子どもの日常生活の上で気になること、不安な
������こと、心配なこと等
��������専門相談員、専門カウンセラー
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������月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前９時～午後５時
������青少年問題全般について
��������センター職員
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������月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前９時～午後５時
������特別支援教育に関する教育相談等
��������専門相談員、指導主事
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○ 
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
で
利
用
し

　

や
す
い
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
図

　

書
館
、
公
民
館
、
美
術
博
物
館
、
体
育

○ 
学
校
教
育
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た

　

め
の
「
学
社
融
合
」
の
推
進
、
社
会
教

　

育
行
政
を
通
じ
た
地
域
社
会
の
活
性
化
、

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
行
政
の
推
進
に
取
り

　

組
み
ま
す
。

○ 
市
民
一
人
一
人
の
文
化
活
動
を
支
援

　

し
な
が
ら
、「
芦
屋
市
文
化
行
政
推
進

　

懇
話
会
」
の
提
言
等
を
踏
ま
え
環
境
整

　

備
に
努
め
ま
す
。
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　放課後子どもプランの推進、コミュニティ・ス クール活
　動の支援等
��������	
�

　スポーツ・レクリエーション活動の実施、青少年の育成
　活動等
��������	
���

　体育館・青少年センターの利用の推進等
��������	
�

　情報交換による子どもたちの問題行動や犯罪からの保護等
�������

　センター利用の推進等

�������	
���

　「ブック・ワーム（本の虫）、
芦屋っ子」の育成を目指して
います。
　子ども読書100選の作成、家
読（うちどく）運動の導入など、
学校園・保護者・市民・図書
館等関係者の参画と協働によ
る「子ども読書の街」づくり
に取り組んでいきます。

��������

　算数・数学において、中学校１年生および小学校中学年に配置し
ていたチューター（学習指導員）を本年度は全小・中学校に各１人配
置し、算数の基礎学力の確実な定着と数学の学力向上に取り組んで
いきます。
�������	�

　英語を使用した基本的なコミュニケーション能力の基礎を培う
ための研究を進めるなど、「総合的な学習の時間」における英語学
習の充実に取り組んでいきます。
������

　環境に対する豊かな感性や命を
尊ぶ心をはぐくむために発達段階
に応じた指導を進めます。また、
普通教室の空調設備導入を契機と
して、省エネルギーの実践、エコ
学習、身近な環境問題の学習など、
家庭等と連携した取り組みを通し
て、学習と実践を一体化させた環境学習を推進します。
��������

　特別支援教育センターを障がいのある子どもへの教育の拠点と
して、専任スーパーバイザーを中心に、教育相談、各学校園の指導
助言、関係機関との連絡調整などを行い、障がいのある子どもへの
支援の充実を図ります。

����

　公民館講座、講演会等の実施、芦屋川カレッジ等の実施等
�����

　インターネット等を活用した図書館情報の充実等
���������

　谷崎潤一郎および谷崎文学に関する展示事業の実施等
������

　芦屋ゆかりの作家をはじめとする幅広い作品の常設展の
　開催等
��������

　兵庫県文化の父と呼ばれた詩人・富田砕花の遺品・資料
　の展示等 �������
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館
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯

　

学
習
施
設
の
整
備
や
講
座
等
の
学
習
機

　

会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
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